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漢方処方の
長所を集めた

本剤は「傷寒論｣の中の｢小承

気湯」と「金置要略」の中の

｢厚朴三物湯｣及び｢麻子仁丸」

の薬方の長所を集めて創られ

た製品で、 4錠中に次の処方

によって抽出された有効エ
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関
場
博
士
に
よ
れ
ば
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
わ
が
川
に
伝
え
た
の
は
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ベ
ル
ヘ
ン
９
名
目
牌
冨
日
烹
侭
の
口
と
い
う
和
の

人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
拠
り
所
と
さ
れ
て
い
る
の
は
オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
○
印
冨
『
ｚ
四
目
８
が
一
八
九
七
年
に
杵
わ
し
た
「
第

十
七
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
印
腱
商
会
と
日
本
と
の
関
係
」
目
の
屏
昌
の
冒
侭
ｇ
号
尻
昌
の
号
嚴
且
胃
胃
冒
９
日
冒
瞥
］
の
画
匡
荷
冒
ロ

旨
弓
苛
苛
盲
目
の
耳
で
あ
る
と
さ
れ
、
ナ
ホ
ッ
ド
は
こ
の
こ
と
を
ヴ
ア
レ
ン
タ
イ
ン
が
一
七
二
四
年
か
ら
一
七
二
六
年
に
か
け
て
特
わ
し
た

「
旧
お
よ
び
新
束
イ
ッ
ド
誌
」
に
の
せ
て
い
る
「
川
島
誌
」
か
ら
引
用
し
た
と
書
い
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
私
が
こ
の
こ
と
を
最
初
に
湖
べ
た
村
上
頂
次
郎
博
士
訳
の
「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
」
第
二
輯
に
よ
る
と
そ
の
二
八
一
一
頁
に

医
師
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
、
ヘ
ル
ヘ
ル
と
あ
り
索
引
で
は
９
号
閂
呼
冨
①
日
冨
品
①
昂
と
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ

ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ン
９
号
胃
牌
冨
日
冨
侭
の
目
と
い
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
と
少
し
ち
が
う
。
不
審
に
思
っ
た
が
幸
い
、
東
大
史
料
細
纂
州
に
オ
ラ
ン

ダ
ハ
ー
グ
の
文
書
館
に
あ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
口
誰
」
の
原
本
か
ら
撮
っ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
て
疵
ん
だ
と
こ
ろ
次

申
上
げ
て
み
よ
う
。

カ
ス
パ
ル
流
外
科
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
わ
が
川
で
慶
安
の
初
年
（
一
六
五
○
）
ご
ろ
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
「
閑
学
蜥
姑
」
に
も
犯
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
流
祖
に
州
る
人
に
つ
い
て
は
こ
と
に
関
場
不
一
彦
博
士
が
度
々
考
証
を
試
み
ら
れ
、
ま
た
昭
和
九
年
に
は
Ⅱ
本
医

史
学
会
の
特
別
講
演
と
し
て
そ
の
日
本
渡
米
お
よ
び
滞
在
年
度
に
っ
い
て
考
祉
さ
れ
て
い
る
。

私
は
年
来
い
わ
ゆ
る
「
闘
館
Ｈ
誌
」
を
皿
砿
し
て
い
る
が
、
関
場
博
士
の
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
二
三
の
不
審
が
あ
る
の
で
そ
れ
秤
を
こ
》
‐
」
で

の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
流
祖
に
つ
い
て

大

烏
閏
三

郎
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商
館
長
ア
ン
ト
’
一
オ
・
フ
ア
ン
・
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
口
記
の
一
六
五
○
年
一
月
二
十
六
日
の
項
に
、
明
ら
か
に
。
閉
Ｒ
『
降
冨
①
日
言

品
の
『
と
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
と
旗
め
る
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
知
り
得
た
新
し
い
事
柄
で
あ

る
。
私
が
読
み
得
た
も
の
は
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
原
木
と
最
も
近
い
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
今
、
イ
ク
ロ

フ
イ
ル
ム
に
あ
る
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
と
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
と
硫
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ

博
士
は
前
説
を
も
っ
て
し
て
は
、
こ
と
に
Ｈ
本
滞
在
が
催
か
八
ヵ
月
Ⅲ
の
知
Ⅲ
川
と
い
う
事
実
で
は
す
べ
て
協
合
を
欠
き
、
疑
わ
し
い
と
考

察
さ
れ
、
百
方
考
証
を
重
ね
た
末
、
馬
場
貞
山
が
軍
訳
し
た
「
東
北
鍵
刺
滑
川
Ｍ
誌
肝
作
雑
肥
訳
説
」
六
巻
を
川
典
と
し
て
、
曲
に
肌
か
れ
た

と
こ
ろ
を
右
に
述
謬
へ
た
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
博
士
が
馬
場
貞
由
の
訳
本
に
あ
る
と
こ
ろ
を
基
と
さ
れ
た
主
要
仙
町
は
Ｍ
芹
に
大
要

次
の
ご
と
く
あ
る
記
事
で
あ
る
．
『
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
九
月
十
日
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
サ
が
南
部
山
田
浦
に
碇
油
し
、
舩

農
ス
ケ
エ
。
フ
以
下
十
人
が
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、
南
部
藩
の
保
護
を
受
け
て
江
戸
に
護
送
さ
れ
た
。
江
戸
で
取
調
べ
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
、
そ
の
う
ち
六
人
は
冬
中
に
長
崎
へ
送
ら
れ
、
次
に
挙
げ
る
四
人
だ
け
が
江
戸
に
の
こ
っ
た
。

第
二
に
申
上
げ
た
い
の
は
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
の
渡
来
し
た
年
に
つ
い
て
で
あ
る
。
関
場
博
士
は
明
泊
三
二
年
「
Ｉ
外
医
邪
新
報
」

第
四
五
一
号
と
昭
和
八
年
発
行
の
「
西
医
学
東
漸
史
砧
」
上
巻
の
な
か
で
、
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ン
の
来
朝
は
、
慶
安
←
一
年
（
一
六
四

九
）
九
月
十
九
日
で
、
十
一
月
二
十
五
日
に
江
戸
に
向
い
、
十
一
一
月
三
十
一
Ⅲ
に
江
戸
に
繭
き
、
約
十
一
ヵ
月
Ⅶ
江
戸
に
滞
在
、
慨
伽
を
教
え

翌
年
十
一
月
十
阿
日
に
出
島
に
帰
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
の
出
処
は
前
に
掲
げ
た
ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
何
博
士
は
昭
和
九
年
四
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
医
史
学
会
の
州
上
で
特
別
講
演
『
和
闘
流
外
科
ス
ハ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
蛎
蹟
』

を
行
わ
れ
「
そ
の
な
か
で
前
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ
を
訂
正
し
て
、
カ
ス
・
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
は
寛
水
二
十
年
（
一
六
四
三
）
二
川
に
鍵
靱

行
を
名
と
し
て
北
海
に
あ
る
探
検
を
目
的
と
し
た
闘
船
二
艘
の
一
「
ブ
レ
ス
ヶ
ン
ス
」
ザ
の
医
師
と
な
り
、
九
月
十
日
に
南
部
川
川
棚
に
上
陸

以
来
、
日
本
に
淵
在
満
七
年
二
カ
月
に
お
よ
び
、
慶
女
三
年
（
一
六
一
九
○
）
十
二
川
十
七
Ⅲ
に
長
崎
を
去
っ
て
州
凶
し
た
こ
と
を
溝
瓶
の
要
旨

以
来
、
Ｈ
Ｌ

と
さ
れ
た
。

ン
は
誤
り
で
あ
る
と
信
ず
る
。
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ゴ
オ
プ
マ
ン

賢
長
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
・
ヘ
レ
フ
エ
ル
ト
乏
筐
苗
日
國
琶
①
ぐ
の
耳

砲
術
士
ユ
リ
ア
ン
・
ス
ヶ
エ
デ
ル
旨
厨
自
陣
冨
且
の
一

外
科
医
カ
ス
・
ハ
ル
・
ス
ハ
ア
ム
ベ
ル
ヘ
ン
○
牌
冨
日
冨
侭
①
己

給
仕
（
あ
る
い
は
助
手
）
ヤ
ン
・
ス
ミ
ッ
ト
旨
。
、
日
昏
ａ
目
号
）

そ
の
う
ち
ス
ヶ
ェ
テ
ル
に
よ
っ
て
砲
術
ま
た
は
火
砲
な
ど
の
操
縦
法
、
ス
ハ
ア
ム
》
ヘ
ル
ヘ
ン
に
よ
っ
て
剛
方
の
医
術
が
、
カ
ス
“
ハ
ル
流
外
科

と
し
て
我
邦
人
の
希
望
肴
に
教
授
せ
ら
れ
、
門
弟
倖
は
杜
撰
な
が
ら
も
そ
の
療
法
を
受
け
伝
え
た
。
』

「
蘭
館
日
誌
」
に
よ
れ
ば
・
フ
レ
ス
ヶ
ン
サ
の
燗
部
領
碇
泊
に
関
す
る
記
事
は
一
八
四
三
年
九
月
十
日
の
項
に
は
じ
め
て
兄
え
て
い
る
。
そ
の

記
事
は
当
時
の
商
館
長
で
あ
っ
た
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
が
書
い
た
も
の
で
、
長
崎
の
川
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
お
い
て
雄
一
川
か
ら
の

拠
り
と
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
Ⅱ
に
エ
ル
セ
ル
ラ
ッ
ク
は
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
船
便
ス
ハ
１
プ
に
宛
て
て
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
エ
ル
セ

ラ
ッ
ク
は
そ
の
年
の
十
一
月
八
日
に
長
崎
を
川
発
、
江
戸
参
府
に
向
っ
た
。
十
二
Ｈ
－
Ｈ
に
江
戸
に
着
き
、
ト
ー
月
三
日
に
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
に

関
す
る
審
問
を
簿
府
の
役
人
か
ら
受
け
て
い
る
。
Ⅲ
川
血
Ｈ
に
プ
レ
ス
ヶ
ン
サ
船
股
ス
ハ
ー
プ
以
下
の
人
々
と
会
い
、
そ
の
後
そ
れ
群
の
人
々

が
釈
放
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
細
か
に
述
べ
、
十
二
月
←
一
－
四
ｕ
に
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
は
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
の
人
々
と
共
に
江
→
脚
を
出
発
し
、

翌
年
一
月
二
十
四
口
に
長
崎
に
帰
着
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
江
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
人
を
残
し
て
き
た
こ
と
は
少
し
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
腱
崎
に

帰
っ
て
か
ら
長
岫
奉
行
に
差
出
し
た
南
部
か
ら
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
十
名
の
氏
名
苔
に
は
船
長
ス
ハ
ー
プ
・
〒
ハ
ィ
レ
フ
エ
ル
ト
笄
は
肥
さ
れ
て
い

る
が
、
ス
ハ
ム
ゞ
ヘ
ル
ヘ
ン
の
名
は
何
等
肥
さ
れ
て
い
な
い
。

右
に
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
関
場
博
士
が
い
わ
れ
た
『
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ム
。
ヘ
ル
ヘ
ン
は
寛
水
二
十
年
に
南
部
川
田
油
に
碇
泊
し

た
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
に
乗
糺
み
、
九
月
十
Ⅱ
に
Ⅲ
本
ｋ
陸
以
来
日
本
に
滞
在
満
七
年
三
カ
月
に
お
よ
ぶ
』
と
の
こ
と
を
す
べ
て
否
定
す
る
。

そ
れ
な
ら
ば
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
が
川
本
に
来
た
時
は
い
つ
か
と
い
う
と
そ
れ
は
一
六
四
九
年
九
月
十
九
日
で
、
商
館
災
は
ア
ン

ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
と
い
っ
た
。
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
は
商
館
長
と
共
に
十
二
月
二
十
五
日
膿
岫
を
出
発
、
江

戸
に
Ⅲ
い
、
十
二
月
三
十
一
口
に
江
戸
に
着
い
た
。
そ
の
の
ち
商
務
員
ウ
ィ
ル
レ
ム
・
バ
イ
レ
フ
エ
ル
ト
、
砲
手
ユ
リ
ア
ー
ン
・
ス
ヘ
ー
デ
ル
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伍
長
ヤ
ン
・
ス
ミ
ッ
ト
と
共
に
江
戸
に
居
残
り
、
約
十
一
カ
月
間
江

戸
に
滞
在
し
、
そ
の
翌
年
十
一
月
十
四
日
に
出
島
に
帰
っ
た
こ
と
等

を
私
は
「
藺
館
円
誌
」
の
記
載
か
ら
主
張
し
た
い
。
な
お
奇
妙
な
こ

と
は
、
関
場
博
士
が
い
わ
れ
た
一
六
四
三
年
に
Ⅱ
本
に
来
て
江
戸
に

残
っ
た
ス
ハ
ム
ー
ヘ
ル
ヘ
ル
と
生
活
を
共
に
し
た
人
の
名
が
右
に
記
し

た
と
こ
ろ
と
ま
つ
た
く
同
一
な
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
こ
う
い
っ
た

誤
り
は
関
場
博
士
が
引
用
さ
れ
た
女
獄
の
信
依
性
を
疑
わ
し
め
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
慶
大
医
学
部
講
師
）

本
会
第
六
○
回
総
会
の
記
念
事
業
と
し
て
刊
行
を
計
画
し
た
「
医
学
古
典

集
」
は
既
報
の
通
り
、
第
幸
冊
の
望
月
三
英
著
「
勧
灰
抄
」
を
川
月
に
出
版

し
た
が
、
第
二
冊
の
長
与
専
斉
著
「
松
香
私
志
」
は
測
版
と
校
脈
に
意
外
の

時
川
を
没
や
し
遅
延
し
た
。
目
下
、
最
終
の
校
止
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
八

月
末
に
は
公
刊
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

第
三
川
の
三
浦
梅
園
著
「
造
物
余
潭
」
と
中
井
雁
軒
將
「
越
俎
弄
筆
」
は

幸
い
両
耆
と
も
自
筆
稿
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
門
版
と
写
真

版
で
原
型
辿
り
に
影
印
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
ま
た
製
賊
に
靖
干
し
た
。
刊

行
は
九
吋
末
の
予
定
。

節
川
川
の
「
杉
川
玄
白
未
刊
随
筆
集
」
は
、
戦
後
伝
を
失
っ
た
迩
柵
叩
の
歌

集
が
最
近
再
出
現
し
た
の
で
、
収
誠
す
る
も
の
は
六
繩
と
な
り
、
脱
稲
し
た
。

節
五
冊
の
締
力
洪
庵
著
「
人
身
究
理
小
解
」
と
岡
研
海
箸
「
生
機
諭
」
も

原
袖
は
ほ
ぼ
脱
抽
に
近
い
の
で
、
五
川
ま
で
今
年
叩
に
川
版
で
き
診
兄
込
み

で
刊
行
服
序
も
右
の
通
り
で
あ
る
。
節
六
冊
以
下
は
川
下
の
兄
込
は
た
た
な

い
の
で
、
刊
行
順
序
は
未
定
で
あ
る
。

な
お
、
「
陸
学
古
典
集
」
は
本
会
で
は
細
集
事
務
だ
け
で
、
川
版
発
売
は

東
京
都
文
京
Ⅸ
駒
込
片
町
三
二
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社
（
脈
替
Ⅱ
応
束
京
一

三
八
一
六
番
）
で
行
っ
て
い
る
。
希
望
の
方
は
直
接
出
版
元
に
御
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。
特
殊
出
版
物
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
し
か
も
根
本
史
料
を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
好
の
方
々
に
お
す
す
め
い
た
だ
き
た
い
。

口
医
学
古
典
集
刊
行
予
告

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

■
、
Ｊ
Ｆ
ｎ
可
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
８
１
ｊ
ｑ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
■
■
Ｊ
ｊ
、
１
１
１
１
１
１
■
■
１
．
日
０
Ｊ
１
１
１
Ⅱ
■
■
１
１
１
１
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本
草
和
解
」

里
‘
〃
・
供
術
Ⅱ
Ｊ
Ｉ
Ｌ

ミ
リ
ン
ヵ
は
和
閑
医
方
輸
入
の
初
期
か
ら
文
政
年
代
頃
ま
で
約
百
五
十
年
Ⅲ
駆
虫
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
品
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ま
っ

た
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
ミ
リ
ン
カ
の
最
初
の
文
献
は
西
玄
川
の
軒
と
し
て
伝
わ
る
延
宝
二
年
（
エ
ハ
七
町
）
の
耆
入
あ
る
「
和
藺
陀
口
和
」

で
、
そ
の
巾
の
附
藺
渡
妙
薬
之
覚
に
ス
ウ
ト
ホ
ウ
（
甘
草
）
・
ビ
リ
リ
（
乾
服
）
・
ヘ
イ
サ
ラ
ハ
サ
ラ
（
鮓
答
）
と
共
に
ミ
リ
ン
カ
と
だ
け
記
載
さ
れ

た
も
の
で
、
形
状
効
能
等
が
無
い
の
で
、
只
当
時
輸
入
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
丹
波
頼
理
箸
の
「
本
草
薬
名
備
考
」

（
延
宝
六
年
一
六
七
八
）
は
和
蘭
医
方
薬
品
を
記
し
た
最
初
の
刊
本
で
あ
る
が
、
そ
の
巾
に
『
ミ
リ
ン
カ
、
南
蛮
物
也
。
能
ク
虫
ヲ
下
ス
』
と

あ
り
、
ま
た
延
享
三
年
著
、
東
伯
元
の
「
奇
薬
輯
録
」
に
も
『
美
里
牟
加
、
南
蛮
ニ
産
ス
、
制
虫
二
効
有
り
』
と
記
し
て
い
る
の
で
そ
の
駆
虫

薬
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
年
代
頃
の
著
と
思
わ
れ
る
写
本
「
和
蘭
陀
外
科
諄
」
巾
の
閑
Ⅱ
対
訳
語
彙
に
『
一
、
ア
プ
セ
ン
テ
イ
ン
チ

ン
〔
菌
陳
〕
、
一
「
ミ
リ
ン
カ
同
草
』
と
あ
る
の
で
、
ミ
リ
ン
ヵ
は
ア
フ
セ
ン
テ
シ
肝
目
琴
で
有
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ア
フ
セ
ン
テ
は
和

蘭
語
ど
叩
の
日
．
皆
吾
の
冒
国
四
号
、
目
ご
巨
冒
で
「
ド
ド
ネ
ウ
ス
和
蘭
本
草
和
解
」
に
「
阿
児
斯
狹
、
按
一
一
大
東
唐
川
二
｜
プ
用
プ
ル
所
ノ
閑
陳

嵩
ナ
ル
雫
へ
、
筐
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
耆
に
こ
の
草
を
用
い
れ
ば
腸
内
の
虫
を
遂
下
し
あ
る
い
は
吐
く
、
た
だ
に
服
用
す
る
の
み
で
な
く

外
か
ら
伝
け
て
も
虫
を
治
す
、
と
あ
る
の
で
前
記
の
文
献
と
も
よ
く
符
合
す
る
．
野
呂
元
丈
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
著
し
た
「
和
蘭
陀

股
‐
←
私
．
佃
晶
‐
｜
こ
よ

γ
‐
Ⅲ
Ｕ
ｇ
１
Ｉ
Ｕ
・

セ
ー
メ
ン
セ
ト
ワ
ー
リ
ヱ
、
ラ
テ
ン
名
、
薬
店
ノ
名
、
ミ
リ
ン
カ
、

ヲ
ル
ム
コ
ロ
ィ
ト
、
ヲ
ラ
ン
ダ
名
、
ヲ
ル
ム
ハ
虫
ヲ
云
う
、
コ
ロ
イ
ト
ハ
薬
ヲ

一
小
児
ノ
虫
生
テ
腹
州
ス
ル
’
一
大
黄
ト
当
分
細
末
シ
蜂
蜜
一
一
煉
合
セ
川
ユ
レ
ハ 楽

ヲ

關
方
薬

｡

ミ
Ⅲ
ノ
ン
力

云
、
專
ラ
虫
ヲ
殺
ス
故
名
ト

レ
ハ
虫
ヲ
下
シ
テ
ョ
シ
、

考

佐
藤
文
比
古
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３
薬
品
手
引
草
加
地
丼
向
茂
菩
安
水
七
年
（
一
七
七
八
）
ミ
リ
ン
カ
ヲ
ラ
ン
ダ
の
草
の
根
、
偽
物
を
を
し
。

以
上
い
ず
れ
も
、
、
、
リ
ン
カ
を
草
の
根
と
し
て
い
る
の
は
前
詑
の
諸
文
献
と
は
群
し
く
杣
異
し
て
い
る
。
胡
坑
連
に
似
た
蘭
方
の
駆
虫
葉
と
し

て
は
ロ
昌
園
①
且
唱
匡
ｇ
寄
匡
丘
．
函
①
司
冨
９
コ
国
匡
昌
日
旨
○
鳥
．
が
あ
る
。
「
陶
療
薬
解
」
（
一
八
○
六
）
に
扇
画
三
目
①
胡
黄
連
主
効
礁

と
あ
る
が
拉
１
語
の
セ
ー
メ
ソ
セ
ト
ワ
ー
リ
ヱ
は
胖
日
ｇ
呼
号
四
旨
①
〕
で
艀
日
①
邑
殴
昌
○
邑
冒
と
同
義
語
で
シ
ナ
花
国
○
『
①
ｍ
・
言
冒
用
の

こ
と
で
、
利
閑
語
ヲ
ル
ム
コ
ロ
イ
ド
は
言
○
民
日
尻
目
丘
で
こ
れ
に
は
三
種
あ
っ
て
一
は
⑦
①
白
①
①
画
①
乏
○
『
日
尻
目
己
（
弓
四
国
胃
①
房
昌
ぐ
匡
‐

』
ぬ
閏
の
、
）
二
は
葛
。
儲
冒
：
○
号
且
の
周
昌
旦
（
響
一
色
の
冒
醇
邑
号
の
言
９
次
が
乏
○
爲
白
圃
餌
且
》
厚
の
ぐ
の
『
目
且
．
乏
○
壗
冒
聞
口
匙
（
苫
昏
の
目
の
‐

一
四
⑤
臣
邑
：
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
後
者
を
指
す
の
で
、
ミ
リ
ン
カ
は
シ
ナ
花
の
俗
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
項
の

ア
フ
セ
ン
｜
テ
を
広
く
ヨ
モ
ギ
属
の
名
と
す
る
と
、
こ
れ
も
シ
ナ
花
と
な
る
が
、
な
ぜ
に
シ
ナ
化
セ
ン
メ
ン
、
ン
ナ
を
ミ
リ
ン
カ
と
い
う
た
か
は
不

明
で
あ
る
。
、
ソ
ナ
化
は
判
時
種
子
と
誤
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
杜
仙
物
は
遠
く
ロ
、
望
Ｊ
川
巾
部
に
雌
す
あ
の
で
欧
州
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
椴
苫
間
に
は
臂
吾
の
日
画
画
の
柚
物
属
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
洲
時
わ
が
刑
に
知
ら
れ
た
ヨ
モ
ギ
属
の
駆
虫
薬
と
し
て

は
阿
赫
祁
桿
と
阿
児
斯
陳
の
一
←
種
が
あ
っ
て
、
前
者
は
胃
の
３
．
回
の
〕
“
ぐ
の
『
○
○
口
〕
煙
ぐ
の
冒
冨
と
称
さ
れ
た
．
、
眼
と
し
て
皆
吾
の
日
国
四
四
耳
ｇ
‐

画
邑
匡
日
』
の
忙
帝
を
陰
乾
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
樋
が
あ
っ
て
参
脱
凧
那
ａ
画
昌
○
国
旨
巴
お
よ
び
設
以
玻
列
斯
簡
緑
伊
脱
侭
①
①
ぐ
の
『
め
尻
目
‐

丘
）
と
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
ド
ド
ネ
ウ
ス
和
閑
本
草
和
解
）
。
後
者
は
ど
の
の
自
画
冨
冒
冨
匡
日
．
で
こ
れ
に
も
別
の
極
頻
が
あ
っ
て
参

脱
尼
吉
川
樅
（
駛
景
ｏ
昌
呂
ョ
）
も
そ
の
一
椰
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
川
児
断
映
に
は
→
／
フ
セ
ン
｜
丁
と
シ
ナ
花
を
含
む
こ
と
に
な
り
、

Ⅲ
一
物
と
な
為
が
俳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
卜
卜
八
川
紀
前
半
迄
の
文
献
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
後
に
な
る
と
汎
く
知
ら
れ
て

い
る
の
で
哩
々
吟
証
さ
れ
て
い
る
が
、
岻
鵺
を
得
て
い
る
も
の
が
雌
い
よ
う
で
あ
る
。

１
用
薬
須
知
松
岡
玄
遠
野
宝
暦
九
年
（
←
七
凡
九
）
ミ
リ
ン
カ
い
の
根
な
り
、
江
戸
薬
鮒
に
あ
り
。
机
の
胡
黄
沌
に
似
た
り
。
味
苫

し
」
味
楜
丸
に
し
て
小
児
虫
症
に
川
ふ
。
此
物
偽
物
多
し
、
択
び
川
ふ
く
し
。

２
紅
毛
談
後
膝
梨
存
杵
明
和
一
年
〈
七
六
面
）
、
、
、
リ
ン
カ
草
の
根
な
り
、
和
の
胡
黄
述
に
似
た
り
。
味
苫
し
、
一
味
糊
丸
に
し
て

川
ふ

0
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液
ヲ
脈
シ
山
勅
ヲ
伏
シ
多
川
ス
レ
バ
湧
吐
ス
』
と
あ
る
の
で
砂
昌
○
国
①
す
な
わ
”
頁
函
の
『
ｇ
ｏ
ｇ
厨
巨
昌
．
を
胡
黄
述
と
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
こ
れ
等
の
壹
耆
は
共
に
同
草
を
脂
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
年
代
が
下
っ
て
十
九
壯
紀
と
な
る
と
、

Ｉ
和
蘭
制
剤
千
野
良
岱
著
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ミ
リ
ン
ヵ
は
蛮
薬
な
り
、
無
け
れ
ば
大
蓼
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
ふ
。

２
本
草
綱
目
啓
蒙
小
野
閲
山
菩
文
化
二
年
二
八
○
五
）
古
渡
り
の
蛇
床
子
は
形
小
に
し
て
毛
刺
な
く
堅
に
細
稜
あ
り
。
集
餅
に
説
く

と
こ
ろ
の
如
し
。
形
ミ
リ
ン
ヵ
に
似
て
微
大
に
し
て
踵
み
あ
り
。

３
手
板
発
蒙
大
坂
屋
四
郎
兵
術
著
文
政
六
年
（
一
八
二
二
）
、
、
、
リ
ン
ヵ
芹
顛
の
実
な
る
く
し
毒
あ
り
。

群
と
記
し
て
い
る
が
こ
れ
以
後
は
記
戦
を
見
な
い
。
以
上
の
三
書
は
い
ず
れ
も
小
果
実
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
シ
ナ
花
を
小
果
と
兄
誤

シ
ナ
花
は
椰
閑
で
も
十
七
仙
紀
後
半
か
ら
仙
川
さ
れ
た
薬
で
、
本
邦
へ
の
怖
出
も
充
分
に
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
八
川
紀
後
半
に

お
い
て
は
そ
れ
群
の
た
め
か
あ
る
い
は
戦
争
そ
の
他
何
等
か
の
事
情
で
輸
入
が
止
ま
り
、
そ
の
代
川
鮎
と
し
て
他
の
薬
肺
が
わ
が
川
に
輸
送
さ

れ
た
の
で
、
上
記
の
ご
と
く
草
根
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
偽
物
の
多
い
の
も
仙
簿
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
化
政
時
代
に
な
る
と
各
櫛
の
翻
訳
書
が
い
ず
れ
も
摂
綿
施
那
を
川
い
た
の
で
、
後
に
は

俗
名
の
ミ
リ
ン
カ
は
姿
を
没
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
明
治
薬
人
教
授
）

つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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緒
言

叶
力
と
は
、
吐
剤
を
服
ま
せ
て
嘔
吐
を
起
さ
せ
、
柄
毒
を
排
汕
さ
せ
る
と
い
う
怠
味
の
治
療
法
で
あ
っ
て
、
傷
寒
論
に
み
ら
れ
、
小
国
古
代

医
術
の
汗
、
吐
、
下
の
三
法
の
つ
で
あ
っ
た
．

吐
方
が
わ
が
川
で
行
わ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の
中
期
乃
至
後
期
で
、
所
謂
古
方
派
の
勃
肌
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
礎
耐
医
学
の
肥
５
た
頃
で

あ
っ
て
、
叱
刑
と
し
て
は
、
瓜
帯
、
常
川
、
巴
、
秤
が
用
い
ら
れ
た
。

叶
方
を
打
っ
た
人
々
の
う
ち
先
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
與
村
良
竹
（
一
六
八
九
年
１
一
七
六
一
年
）
で
あ
つ
て
、
瓜
帯
を
川
い
て

席
に
こ
の
方
を
行
い
、
そ
の
門
下
に
は
数
多
の
人
材
が
集
っ
た
。
特
に
川
脇
東
門
・
水
富
独
噸
庵
・
荻
野
台
州
・
田
中
必
大
・
舟
羽
子
牙
等
は

右
名
で
あ
り
、
永
富
独
嚥
庵
に
は
「
咄
方
考
」
（
一
七
六
三
年
）
の
箸
が
あ
り
、
荻
岬
台
州
に
は
「
叶
方
篇
」
（
一
七
六
円
年
）
の
著
書
が
あ

る
。
ま
た
忠
美
二
白
も
こ
れ
を
伝
え
聞
い
て
自
ら
吐
方
を
行
い
遂
に
一
家
を
成
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
大
笑
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
ま
た
こ
れ
ら
の

人
た
ち
と
は
別
に
巾
神
琴
溪
も
独
自
の
工
夫
で
瓜
帯
を
川
い
て
吐
方
を
行
い
人
い
に
好
効
を
挙
げ
た
。

吐
方
は
繩
々
な
疾
患
に
川
い
ら
れ
た
が
、
屡
々
精
神
病
の
治
療
に
応
用
さ
れ
て
、
効
果
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
ｔ
記
の
人
々

①
。
②

の
う
ち
巾
神
琴
溪
は
精
神
病
に
つ
い
て
数
多
く
の
治
療
例
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
琴
溪
の
門
人
喜
多
村
良
宅
も
ま
た
瓜
栫
を
川
い
て
吐

方
を
行
っ
て
粘
神
病
の
治
療
を
行
い
、
「
吐
方
論
」
を
著
し
た
。

江
戸
時
代
精
神
病
の
治
療
に
Ⅲ
い
ら
れ
た
吐
方

（
そ
の
二
喜
多
村
良
宅
の
治
療
に
つ
い
て
）

山
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喜
多
村
良
宅
に
つ
い
て
は
果
し
て
い
か
な
る
人
で
あ
っ
た
か
余
り
明
か
で
な
い
が
、
「
吐
方
論
」
に
よ
れ
ば
薩
摩
藩
の
侍
医
で
江
戸
に
住
ん

③

で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
吐
方
論
」
は
、
富
士
川
氏
に
よ
れ
ば
、
土
田
翼
卿
の
「
輝
澗
狂
経
験
篇
」
な
ど
と
共
に
日
本
初
の
精
神
病
吾
の

④

一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
す
で
に
中
神
琴
溪
の
精
神
病
の
治
療
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
今
回
は
琴
溪
の
門
人
喜
多
村
良
宅
の

治
療
に
つ
い
て
、
著
書
「
川
方
諭
」
に
よ
っ
て
考
察
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

三
精
神
瓶
の
衲
因
論

大
概
の
場
合
は
膠
淡

る
場
合
に
行
う
の
で
、

一

一

て

い

る

、

一
精
神
瓶
の
分
類

仙
汎
（
ま
た
は
狂
滴
）
ｌ
内
因
性
精
神
柄
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

側
滴
ｌ
神
経
症
あ
る
い
は
反
応
性
精
神
病
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．

良
宅
は
以
上
の
ご
と
く
精
神
柄
を
大
別
し
て
い
る
が
屡
々
混
同
し
て
い
る
場
合
も
あ
つ
て
、

精
神
病
総
論

「
味
方
耐
」
の
伽
半
は
叶
方
に
間
す
る
概
脱
的
事
項
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
後
ｆ
に
お
い
て
『
狩
滴
』
と
し
て
精
神
病
に
つ
い
て
述
兼
へ
ら
れ

緒
神
衲
の
原
因

⑩
遺
仏
的
素
因
を
『
父
子
血
統
相
仏
に
よ
る
も
の
』
と
述
べ

側
幼
時
体
験
と
し
て
『
幼
時
大
に
驚
き
物
胸
中
に
凝
り
』
と
述
諜
へ

側
心
Ｎ
と
し
て
『
成
人
後
、
心
身
を
過
嘆
に
労
し
、
ま
た
驚
陪
心
配
事
の
た
め
抑
欝
憂
愁
し
て
成
る
』
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
殊
に
重
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

で

は
､ ｰ岸．
／今、

し、
｡

（
粘
稠
な
水
分
）
や
靜
火
が
心
胸
に
伏
在
す
る
た
め
に
起
る
と
い
う
。
ま
た
吐
方
は
瓶
が
胃
お
よ
び
胸
部
よ
り
ｋ
に
在

従
っ
て
狂
痛
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

⑤
．
⑥

和
田
束
郭
や
叩
神
琴
溪
の
一
分
類
経
明
碓
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